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平成３０年度第１回教育振興審議会会議録 

 

 

１ 開催日時 平成 30 年 8 月 6 日（水）午後 2 時 30 分から午後 4 時 40 分 

 

２ 開催場所 

花巻市石鳥谷町八幡４－１６１ 

石鳥谷総合支所 大会議室 

 

３ 出席者 会 長 富士大学経済学部教授 藤原 忠雄 

      副会長 岩手県立花巻北高等学校長 菅野 慎一 

      委 員 花巻市教育振興運動推進協議会長 永井 紳逸 

      委 員 花巻市校長会中学校部会役員（花巻北中学校長）吉田 靖雅 

      委 員 花巻市PTA連合会会長（八幡小学校PTA会長） 青木 明希 

      委 員 花巻市私立幼稚園協議会会長 

（花巻みなみ・たかき幼稚園長）照井 義彦 

      委 員 （公社）花巻市青年会議所 理事長 遠藤 敦士 

      委 員 花巻市法人立保育所協議会会長 中村 浩希 

      委 員 花巻学童クラブ主任指導員 坂本 知彌 

      委 員 社会福祉法人光林会理事長 三井 信義 

      委 員 公募委員 千葉 栄子 

      委 員 公募委員 瀬川 行夫 

      

      花巻市教育委員会教育長 佐藤  勝 

      教育部長 布臺 一郎 

    教育企画課長 岩間 裕子 

    学務管理課長 熊谷 直樹 

    学校教育課長 中村  哲 

    こども課長 今井 岳彦 

    文化財課長 平野 克則 

    教育企画課長補佐 佐々木英智 

    教育企画課係長 大竹 誠治 

 

４ 議事   

（1）副会長選出 

（2）報告事項 

（3）審議 

 ①花巻市教育振興基本計画平成29年度主要事業の実施状況について 

 ②花巻市教育振興基本計画実施計画（平成28年度～平成32年度）（案）について 
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５ 議事 

○岩間教育企画課長 それでは、会議の成立要件を確認いたします。本審議会の委員総数15名、

現在、出席者12名でありまして半数以上の出席であります。花巻教育振興審議会条例第5条第2

項の規定によりまして、本日の審議会が成立することを申し上げます。それでは、出席という

ことで御報告いただいておりますが、まだお見えでない委員もいらっしゃいますけれども、御

案内の時間となりましたので、ただいまから平成30年度第1回花巻市教育振興審議会を開会いた

します。 

次第２、委嘱状の交付を行います。今年度新たに御委嘱した4名の委員の皆様に委嘱状を交付

いたします。教育長が皆様の前にまいりますので、菅野慎一様から順にお受け取りをお願いい

たします。 

（教育長より委嘱状交付） 

○岩間教育企画課長 続きまして花巻市教育委員会教育長、佐藤勝より御挨拶を申し上げます。 

○佐藤教育長 きょう大変お忙しい中、教育振興審議会に御出席いただき本当にありがとうご

ざいます。また新しく、委員を御承引くださいました花巻北高校の菅野校長先生、花巻北中学

校の吉田校長先生そして市Ｐ連の青木会長様、そして花巻青年会議所の遠藤敦士理事長さん本

当によろしくお願いいたします。御案内のとおり、この教育振興審議会につきましては、花巻

市の教育振興計画に28年度から32年までの5ヵ年計画のそれぞれの計画について、年度ごとにし

っかり評価をして、そして、その評価結果をこれ法に基づいて、議会に報告するという趣旨の

もとで進めておりますし、また、評価した内容について、それをさらに柔軟に翌年等の、計画

等に反映していくということが大きな狙いで、開催させていただいております。本日は、平成

29年度の主要事業の実施状況について、それから、それに基づきまして教育振興基本計画の実

施計画についてということで、点検評価した内容について御審議いただくとともに、また改善

について御意見をいただきたいというふうな趣旨で開催させていただいております。御案内の

とおり、新しい指導要領が既に幼稚園では、本年度からもう実施になっておりますし、準じて

再来年度から小学校、中学校そして高校というふうな順番でいって、いわゆる今後20年後、あ

るいはそれ以後を見通した形の指導要領の移行ということで、今、学校、教育機関は移行期に

入っております。そういったふうな視点も含めながら、また、教育環境においてはさまざま少

子化であるとか、さまざまな課題も生じておりますので、それぞれの点検項目、評価について、

委員の皆様から忌憚のない御意見をいただきながら改善に努めてまいりたいというふうに思い

ますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○岩間教育企画課長 次第4、委員紹介に移ります。名簿順に御紹介をさせていただきます。お

名前のみ紹介いたしますので、役職等はお手元に配付しております委員名簿で御確認をいただ

ければと存じます。藤原忠男委員です。菅野慎一委員です。永井紳逸委員です。吉田靖雅委員

です。青木明希委員です。照井義彦委員です。遠藤敦士委員です。中村浩希委員です。坂本知

彌委員です。三井信義委員です。千葉栄子委員です。瀬川行夫委員です。本日欠席となってお

りますが、佐藤勤委員、畠山忠弘委員、それから遅れての出席になるかもしれませんけれども、

南川聖子委員が本年度の委員となっております。よろしくお願いいたします。  

続きまして、次第5、副会長選出でございます。会長、副会長は昨年の審議会におきまして、
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会長に藤原忠雄委員、副会長に下町壽男委員を選出いただきました。しかしながら、副会長の

下町委員が3月末をもって御退職されたため、副会長が現在空席となっております。花巻市教育

振興審議会条例第4条の規定では審議会に会長及び副会長各1人置き委員の互選により定めると

ございます。皆様から御推薦があれば、お知らせいただきたいと存じますけれども、特にない

ということであれば、事務局のほうから新副会長について御提案させていただきたいと思いま

すが、いかがでございましょうか。それでは事務局一任という声がございましたので、事務局

から御推薦をさせていただきたいと思います。事務局といたしましては、下町委員の後任とな

ります花巻北高等高校の菅野慎一委員に副会長をお願いしたいと思っておりますが、いかがで

ございましょうか。 

（「異議なし。」の声あり） 

○岩間教育企画課長 ありがとうございます。異議なしということですので、副会長には菅野

慎一委員をお願いしたいと思います。拍手をもって承認いただきたいと思います。ありがとう

ございました。 

続きまして、次第6、報告事項に移ります。お手元の資料について御説明をさせていただきま

す。初めに、報告資料1について学務管理課より説明をいたします。 

○熊谷学務管理課長 学務管理課の熊谷と申します。よろしくお願いいたします。それでは、

私からは報告資料1、児童生徒数の見通しについて報告させていただきます。初めに資料1、こ

の小学校全体児童数の推移と今後の見通しについて説明させていただきます。まず小学校です。

今年度平成30年度の児童数は黒塗りになっております4543名となります。昨年度は4670名で、

127名の減となります。小学校の学級数についてです。資料の右側のほうに児童数、学級数をご

らんください。平成30年度の学級数は、特別支援学級を含め、224学級となっております。現在

の通常学級の編制基準についてですが、小学校1年生は国の基準で35人、2年生は県の基準で35

人、3年生から5年生については、県の基準で35人あるいは、40人の選択制、6年生は40人となっ

ております。複式学級もこの学級数に含まれております。特別支援学級ですが、特別支援学級

は49学級ございます。224の中にこの49も含まれております。来年度以降の見通しについてです。

下のほうに表として示しております。この、来年度以降の児童数についてですが、学区内の出

生児数に当該校への平均入学率を乗じて作成しております。来年度は4463名今年度から80名の

減となります。表でお示ししておりますように、6年後1番右側にありますが、平成36年度には

4103名という予定になっております。今年度と比較しますと、440名の減となります。6年間で、

ことしで言えば南城小学校が446名ですので、6年間でその南城小学校分が少なくなるという予

想になっております。続いて資料1枚めくりまして、中学校全体のほうをごらんください。今年

度、平成30年度の生徒数、黒塗りのところになります2580名です。昨年度は2638名で58名の減

となっております。学級数については、右側のほうをごらんください。平成30年度の学級数は、

特別支援学級を含めて、112学級となります。現在の中学校の学級編制の基準についてですが、

県の基準ということで、全学年35人となっております。112学級のうち、特別支援学級は25学級

です。来年度以降の見通しについてです。小学校と同様に学区内の出生児数に当該校への平均

入学率を乗じて作成しております。来年度の生徒数は、258名、今年度から72名の減となります。

1番右側にあります平成36年度になりますと、2144名で今年度と比較しますと436名の減という

ことで、やはり大きな減少ということが今後予想されるということがわかります。3枚目の資料

は、小学校中学校全体を合わせた部分になっております。1枚目、2枚目が合わせた形でなって
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おりますので、後でごらんいただければと思います。以上、小中学校児童生徒数の見通しにつ

いて報告を終わります。 

○中村学校教育課長 続きまして、学校教育課の中村と申します。報告2の部分について以降、

報告させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。報告資料2、岩手県学習定着度状

況調査結果、平成24年から29年度、花巻市分という資料をまずごらんください。岩手県では毎

年、学習定着度状況調査というのを、小学校5年生、中学校2年生に対して行っております。あ

わせて、中学校、新入生1年生に対しても、テストを行っております。その結果をまとめたもの

が資料2ということでございます。平成29年度をごらんください。平成29年度、小学校5年生で

は国語、社会、算数、理科についてテストを行い、岩手県の平均、国語は63.6に対し花巻市が

63.2ということでマイナス0.4。％というところで落ち込んでいるという部分については、色掛

けで濃くなっております。そういうふうにして、そのほかの教科もごらんになっていただきた

いと思います。そうすると、その他社会、算数、理科、小学校5年生については、平成29年度は

県よりも上回っている。中学生は、新入生テストということで、国語と数学とそれから英語や

っておりますが、国語と英語については、若干、県よりも下回っている。それから、中学校2

年生の部分では、国語、社会、理科が県より上回り、数学、英語については若干下回っている

という結果になっております。これを経年比較ということで、現在中学校2年生、この学年につ

いて過去に振り返ってみますと、平成28年度新入生テストのときは、おおむね県平均並みある

いは、ちょっと上回っているという結果でしたが、さらに振り返って、平成26年度この、現在

中2の生徒が5年生のときは、小学校5年生の段階では、かなりの部分で県の平均より、上回って

おりました。逆に言うと、中学校に入ってきて、数学、英語を中心にだんだん下回ってきたと

いう結果になっているという状況であります。県の学習定着度状況調査について以上、報告と

いたします。 

続きまして、平成29年度花巻市内問題行動概要、報告資料3をごらんください。ここには毎年

実施しております問題行動調査5月1日付けの集計の表になっております。警察等の件数として

挙げられるものが左側、平成29年度の欄に示されております。おおむね市内の生徒の問題行動

については比較的ここ数年落ちついてきている状況にはあります。ただ、昨年度、29年度に関

して言えば、喫煙の件数、それから、粗暴行為の件数が若干、昨年28年度より、増えている状

況は見られます。それから、市内の交通事故の事故概要というところでございますが交通事故

はそこにありますように小学校10件、中学校9件、合計19件ということで1番多いのは、自転車

による交通事故ということで、傾向としては、横断歩道を自転車で左右確認しないで渡りなが

ら、曲がってきた車と接触するという事故が割と多かったように記憶しております。大事故に

ならなかったのが幸いでございました。学校事故は、そこにありますようにいろんな場面で子

供たちの事故が上げられております。続いて、花巻市いじめの認知件数ということで、平成29

年度、小学校で143件、中学校で118件のいじめが認知されたというところでございます。これ

が平成28年度と比べまして、かなり多くなっております。この理由として、平成28年度からい

じめの認知の仕方が定義的に大幅にいじめられた側の心情等に沿って、学校で認知をしている

という改定が行われたという理由にもよるかと思います。いずれ子供が同じような対応をされ

ても、片方の子はいじめられた。片方の子がいじめたとは思わない。そういうふうなことであ

っても、いじめられたと言っている児童生徒に寄り添った形の数が計上された結果、そのよう

に多くなったというふうに学校ではとらえていただいております。その結果、学校等から少し
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このことについては、教育委員会にも報告ということで、上がってきたものが小学校で5件、中

学校で2件というところですが、悪口とか、あるいは物隠しとかそういう類いの報告が委員会の

ほうには上がってきております。不登校については次の部分でまたお話をさせていただきます。 

報告資料4、平成29年度不登校児童生徒の実態をごらんください。平成29年度の岩手県、全国

のまだ数が確定しておりませんので空欄になっておりますが、1番下のところに、平成29年度花

巻市の不登校児童、年間30日以上欠席した児童の数が12名、それから右に行って中学校、30日

以上欠席の生徒が55名というふうになっております。これは、平成29年度の小学校の児童数が

4670名中での12名ということですので0.25％、それから、中学校においては、2638名中55名が

不登校ということで2.08％の割合で出現しているというものでございます。全国等におきまし

ては、下の真ん中のグラフをごらんください。全国等においては年々不登校の小学校の数それ

から、中学校についても微増傾向にございますが、本市においては、小学校は、一旦上昇した

ものの今年度は、少し減っている傾向にございます。中学校については、やはり全国と同じよ

うに微増の傾向にございます。 

続きまして学校保健統計、報告資料5、平成29年度小学校体力運動能力調査結果についてごら

んください。2枚つづりになります。この調査結果は、色つきのグレーになっている部分につい

て、岩手県、それから全国を上回っているという形でごらんになっていただければというふう

に思います。小学校男子においては、特にも3年生については、多くの種目において全国、県を

上回っている状況にございます。それから、女子についても、3年生、5年生、6年生を中心に全

国、県よりもすぐれているという状況になっております。ただ、課題として50メートル走につ

いてはどの学年も全国、県平均よりも落ちているという、これもまた顕著な傾向にあるという

ふうな結果になっております。裏をごらんください。2枚目、中学校の体力運動能力調査結果で

ございます。これによりますと中学校男子については、1年生、2年生と、おおむね全国、それ

から県よりも上回っている。女子については2年生、3年生が全国、県よりも上回っているとい

うふうになっております。課題とすれば小学校とこれも全く同様でございますが、50メートル

走がどの学年も下回っているという状況にあり、男子については、シャトルランと言って長く

走る距離の部分、種目についても若干下回っているという結果になっております。以上簡単で

はございますが、御報告とさせていただきます。 

○今井こども課長 こども課の今井と申します。それでは花巻市公立保育園再編実施状況につ

いて御報告いたします。報告資料の6をごらんください。保育園の再編につきましては、平成28

年3月に策定いたしました花巻市公立保育園再編指針に基づき、平成27年度から平成29年度まで

を計画期間とする第1期実施計画では、日城野保育園、南城保育園、湯本保育園の3園を民営化

したところでございます。今年度策定いたしました平成30年度から平成32年度までを計画期間

とする花巻市公立保育園再編第2期実施計画では、この第一次実施計画に基づき実施した民営化

について保護者アンケートや保護者、移管先法人、市による三者会議等により検証を行い、民

営化の進め方について改善を進めているところでございます。移管先保育園の概要でございま

すけれども、第2期実施計画につきましては笹間保育園1園を民営化の対象としております。選

定理由につきましては、北上市に隣接地し後藤野工業団地への通勤ルートに近いほか、本市西

部の主要道である県道盛岡和賀線沿いに位置し、全市的には、就学前児童は減少しているもの

の、市内中心部や市外に勤務する保護者が子供を預けやすいため、平成24年度以降5年間の平均

で入所児童数42名、入所率93％となっており、今後安定して入所希望者が見込めることから、
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選定してございます。この第1期実施計画策定の留意事項といたしまして、保護者が保育園入所

希望を提出する前に計画を公表する。10月下旬に入所申込書を配布しますので、それ前に移管

先法人を公表する予定としてございます。それから、移管先法人の選考審査の際、移管を希望

する法人が運営する保育の現場を確認し、その内容を審査に反映させることとしてございます。

それから、第1期実施計画では6カ月でありました引き継ぎ保育期間につきまして、第2期実施計

画につきましては、1年間をということで、丁寧な引き継ぎを行うこととしてございます。2枚

目をごらんいただきたいと思います。今後の予定でございますけれども、7月2日に保育所民営

化事業者選定委員会を立ち上げまして、民営化事業者公募要項及び民営化事業、事業者選定基

準を審議して策定いたしました。7月11日には市内社会福祉法人及び学校法人を対象とした移管

先法人募集説明会を行ってございます。そして、7月20日から8月21日まで期間で今募集をして

いるところでございます。今後は応募がございましたところから、法人のプレゼンテーション

を実施していただいて、この選定委員会を経て、31年度の入所申し込み受付が始まる10月まで

には、市が移管先法人を決定することとなります。 

続きまして、市内保育園、幼稚園、入園状況について御報告いたします。報告資料7をごらん

いただきたいと思います。まず、保育園につきましては、公立保育園については、定員が679

名に対して入所数が510名ということで、充足率が75％となってございます。それから、私立で

すけれども、認可保育所につきましては定員1593名に対しまして1643名ということで103.1％と

なってございます。一方、幼稚園につきましては、公立は定員200名に対しまして、入所数が98

名ということで、充足率は49％、それから、私立幼稚園は定員が1125名に対しまして606名、

53.9％、そして認定こども園ですけれども、定員79名に対して54名、充足率は68.4％となって

おります。総合計といたしまして、定員3676名に対しまして、入所数が3000とび23名で全体の

充足率は82.2％となってございます。以上で報告を終わります。 

○岩間教育企画課長 それでは、ただいま資料報告資料1から7まで、各課から報告をさせてい

ただきました。この内容につきまして、御質問があれば承りたいと思います。御質問のある方

は手を挙げていただければと思います。マイクをお持ちいたしますので、よろしくお願いいた

します。何か御質問はございませんでしょうか。はい。どうぞ。 

○照井義彦委員 参考までに、資料報告資料4なのですけども、不登校の生徒さんがたで、花巻

市、石鳥谷とか4地域あると思いますけれども、ゼロの地域はあるのですか。各地区で必ず何人

かいらっしゃるでしょうか。ちょっとその辺、参考までにお聞きしたいです。 

○中村学校教育課長 はい。学校別の報告というところで、今委員のお手元にはございません

が私の手元の資料によりますと、花巻地区、大迫地区それから石鳥谷地区、東和地区、29年度

に限って言いますと、どこの地区でも小学校あるいは中学校で不登校の生徒が出現している。

児童生徒が出現しているという結果にはなっております。いろんなケースがございます。不登

校のきっかけがいじめであったり、あるいはいじめを除く友人関係であったり、これは中学校

で特に多い状況にございます。それから小学校では、先生とちょっと折り合いが悪かったとい

うのも実際に3件ございました。中学校では、先ほどの友人関係のほうに続いて多いのが学業の

不振、要は勉強が難しくなった。苦手である。なかなか取っつきにくいといった生徒が不登校

になるきっかけが多い状況になっております。 

○岩間教育企画課長 そのほか御質問等ございませんでしょうか。 



7 

 

○中村浩希委員 中村といいます。小学校の統合とか、中学校の統合なんていうのは予定ある

のですか。 

○岩間教育企画課長 はい。お答えいたします。現時点で具体的な学校の統合という計画はご

ざいませんが、本年度、学校の適正規模と適正配置に関する基本方針というものを策定する予

定でおりまして、この基本方針が策定になった後で、具体的に地域との協議を進めていく部分

が出てくるものというふうに考えております。 

○中村浩希委員 というのは、東和町は中学校1校、それから小学校1校というような状況なの

ですが、大迫とかですね石鳥谷とか、石鳥谷は統合されているのか、花巻はあんまり統合、花

巻地区余り統合されてないような状況なのだけれどもそれでちょっとどういうふうな状況にな

っているのかなと思ったりして、聞いたところです。 

○岩間教育企画課長 はい。実は本日の午前中に市長と教育委員によります総合教育会議の2

回目が開かれまして、その場で、先ほど申し上げました基本方針案について、大まかに了承を

いただいたということで、今後議員説明を経て、各地域での説明会に入っていく予定でござい

ます。その中で、具体的に、それぞれの地域の実情を勘案して、こういう形での適正配置を進

めたい、というような方針を示すことにしております。それを受けて、今後、具体的に例えば

ＰＴＡですとか、地域コミュニティの方々とか、もっと広く地域の方いろいろ御参加いただい

た上で協議をして、具体的な今後の進め方というものが決まっていくものというふうに思って

おります。現状でこの学校をどうこうという具体的なお話はちょっとできかねますので、御了

解いただければと思います。そのほかございませんでしょうか。それでは、報告事項について

は以上で終了をさせていただきまして、これより審議に入らせていただきたいと思います。花

巻市教育振興審議会条例第4条第2項の規定によりまして、ここからの会議の議長は藤原会長に

お願いいたします。よろしくお願いいたします。 

◎藤原会長 ただいま挨拶をということでございますが、先ほどの報告資料の1で花巻市の児童

生徒数が急激に減っているということ、あるいは報告資料の2では、学習定着度調査において小

学校から中学校にかけて、ちょっと芳しくないというふうな報告がございました。実は私先週

の木曜日、2日の日に、岩手大学で県内5大学メンバーが集まりまして、本県の大学進学率の向

上についての会合がございました。また、翌3日の金曜日でございますが、花巻にあります総合

教育センターで高等学校の免許更新の講師ということで、2時間お話をさせていただきました。

その辺のところが、きょうの報告資料1、2に関連がありますので、少し時間をちょうだいして

お話をさせていただきたいとこのように考えております。本県の教育課題は、長い間、学力向

上ということで言われてきております。全国の調査と比較しましても、小学校はよろしいが中

学校になると急激に悪化すると言われてきております。これがなぜかということでございます

が、私が教育センターに勤務していたときに八幡平市の教育委員会から要請がありまして、そ

の調査についてかかわってほしいということで出向いて1年間かかわったところでございます。

そしてその市のですね、地区ごとの小学校、中学校の先生がたが、ペアなってですね、その家

庭学習状況について意見を交換しておりました。小学校では、うちは市の方針に対してさらに

こんな工夫もしている、こんなこともやっているという足し算のお話が多かったです。どんど

ん足していく。それに対して中学校になると、うちはこういう状況があるので、これはできま

せんでした。うちはさらにこういう状況もあるので、さらにこれもできませんでした。どんど

ん引き算の形になってしまう。段々、小学校と中学校の間に、大きな隔たりがあるということ
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が明らかになってきたところであります。そこで平成21年、大分古いですけれども、教育セン

ターの中に長期研修生という制度がありまして、そこで全県調査アンケートしたところでござ

います。家庭学習は、どのようになっているのだろうかということです。そうしましたら小学

校の場合は、自主学習ノートということで、2ページノートと言われていますけれども、自分で

課題を見つけて2ページ勉強してくると。小学校の場合は先生が全教科教えていますから、何を

勉強してきても、適切に対応できるかと思うのですね、それから国語ばっかりやってくると「何

とかちゃん、そろそろ算数もやったら」というふうなこともできるかと思います。ところが中

学校になると教科専門性ですので、例えば私は理科の教師ですが、数学は見られますが、英語

とか国語と社会となってくるとちょっとということにもなりますよね。笑い話ですけれども、2

ページ、棒をびっちり書いてきたというのも報告されていました。びっちり2ページです。何の

教科だと聞いたら英語だそうです。笑い話ですが、第一人称Ｉ（アイ）ですね。あと筆ペン買

ったので自分の名前を2ページ練習してきちゃう。これでは家庭学習と言わないのですね。中学

校になってですね。で、集中して勉強しなくてもいいようにということでながら勉強が非常に

大きいというふうな実態が明らかになっております。それでですね、一つ、宿題というのを教

師が指定してそして点検をするというような宿題として、自主学習ノート、これは自主勉強と

いうのと分けて、どれぐらいの割合で出されているかということを調査したところ、宿題を中

心にやっている中学校は約2割でした。それから、1人勉強を中心にしているのが45％、半数近

くなのです。圧倒的に中学校でも1人勉強が多かった。それで、1人勉強は自主学習ノート、自

主的にという言葉はいいのだけれども「実際に力にならないのではないか」というふうな声が

聞こえますが、どう思いますかと中学校の教務主任に尋ねました。そうすると「効果がない」

あるいは「どちらかといえば効果がない」という声が45％です。それから、5教科、英、数、国、

理科、社会、高校入試にかかわる科目ですね、その先生がたに聞いてみたところ、何と63.6％、

6割強の先生方が、効果がないじゃないかと思っているということですね。効果がないだろうと

思われていることをずっと進めてきたということで、この辺のところが、本県において中学校

で急落する成績の実態が明らかになったのではないかとこんなふうに思っているところであり

ます。それについて、やはりきちっと宿題を出していきましょうということで、方向が示され

たところでありますが、もう一方でアンケートをとりますと、実は宿題をきちんと出そうとし

ても、教師が土日も含めてですね、スポーツ少年団等の活動で多忙を極めて難しいと、あるい

は子供たちも同日大会、スポ小やって月曜日はもう仮死状態だというふうな実態もありました。

それではということで次の年に、さまざまな専門家に集まってもらってシンポジウムをいたし

ました。スポーツ、スポ少が忙しくて宿題が出せない。子供たちはやらないという実態につい

て、スポーツ少年団の本部長、当時、今もそうだと思いますけれども、谷藤さん。盛岡市長の

お兄さんに当たる方ですよね。その方がこのように話されました。活動時間が長過ぎたり休み

がなかったりするのはよくないのだと。スポーツ少年団の加盟率は、小学校、中学校で見ると、

岩手県は小学校26％、中学校に上がっても25％とほとんど変わらない。ところが秋田県並びに

東北六県は、小学校37％本県よりも11ポイント多いと。非常に盛んにスポ少に入っている。と

ころが中学校になると3％だけだ。みんな中学校の部活動に移行してしまっているわけですね。

実態、実態をいろいろ聞いてみますと、体育館が混んでいるので一旦うちに帰って夕食をとっ

て、9時から集まって10時までっていうふうな、そういうスポ少もあるというふうなこともあり

ます。そして親が迎えに来てそのあと、世間話でなかなか鍵が閉められないとかっていうよう

な実態も報告されております。やはり、岩手県も中学校になると部活動に移行すべきであると
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いうふうに本部長さんおっしゃられました。遅くても東北6県、ほかの県は6時半には子供たち

は、家に帰っている。家庭学習ができる状況にあるというふうなことが話されております。さ

て次に、教育委員会、市の教育委員会は、小学校、中学校まで、幼稚園から始まってですね。

ですが、高等学校そして大学というふうな視点で目を向けると、岩手県における大学進学率は、

かなり低いということになります。多くは、高校終わって就職も多いのですが、専門学校へと

いうコースも目立っているところであります。そしてまた、大学に進学しても岩手県に戻って

こない。戻ってこないということ、あるいは就職のときに、県外に出てしまう。ちょうど子供

たちを次の世代を産み育てる、そういう若者はどんどんと県外に向かってしまう。この辺のと

ころが、岩手県の人口減に大きくかかわっているのだろうと思うわけですよね。出生率の高い

低いということは、それほど変わらないと思いますけれども、そんなこと、そういうふうなこ

ともありまして、岩手県の子供たちが大学に行くときには、できれば、県内の大学に入ると定

着率が高くなるのかなというふうな話も、この間してきたところであります。また、岩手県の

全体の人口も140万ということでしたけれども、このまま何もしないでいくと、34万とかですね、

本当に少なくなって最大、減りが少なくなったとしても半分の74万ぐらいで推移するだろうと

いうふうに言われております。また、地域創生論というのが本学富士大で週にいっぺん、前期

行われましたが、そのときの質問にありましたが、ある期間をとると北上の人口減は2000人だ

と。それに対して花巻は1万人も減っていると。どうして花巻だけこんなに隣同士なのに減るの

かというふうな話もありました。よく職場がないとかですね。それで、外に出ていくのだとい

う言い方もありますが、現在、東芝メモリも花巻、北上エリアに進出してきている。ただ、な

かなか、いろいろ条件もあるようでございますけれども、そういったもろもろのことを考えな

がら昨今、過ごしているところであります。きょうの中身にも、そういったところが出てこよ

うかと思いますので、参考までに。以上をもちまして挨拶と代えさせていただきます。 

それでは、次第7の審議に入ります。審議の1番、「花巻市教育振興基本計画、平成29年度主

要事業の実施状況について」を議題といたします。事務局から説明を求めます。はい。部長お

願いします。 

○布臺教育部長 教育部長の布臺と申します。どうぞよろしくお願いいたします。それでは私

のほうから報告をさせていただきます。着座して報告をいたします。それでは、まずお手元の

資料、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書。こちらの

報告書をごらんいただきたいと思います。1ページ目をごらんいただきたいと思います。まず、

主要事業の実施状況について、というものでありますけれども、冒頭にありますように地方教

育行政の組織及び運営に関する法律第26条各項の規定により、教育委員会はその権限に属する

事務の管理及び執行状況について点検、評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会

に提出するとともに公表しなければならないこととされており、また点検評価を行うに当たっ

ては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図ることとされています。というふうに

本日の審議の根拠となる部分がここに書かれております。法律の条文についてはこの1ページの

中程に囲んでいるところでございます。こうした根拠法令に基づきまして、花巻市の計画であ

りますが、まず花巻市の1番の上位計画であります総合まちづくり計画というものがございます。

この中に花巻市の将来都市像というものが定められておりまして、「市民パワーをひとつに歴

史と文化で拓く笑顔の花咲く温（あった）か都市（まち）イーハトーブはなまき」というふう

に掲げられています。この将来都市像のところに教育の基本目標というものが定められており
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まして、「～すべての市民が学び合い、たくましく生き抜く強さと、思いやりの心を育む“人

づくり”をめざして～」「郷土を愛し、丈夫な体と深い知性を持つ心豊かな市民が育つまち」

これが当市の現在の教育基本目標であります。この目標を達成するために具体的に五つの政策

分野というものが設けられております。子育て環境の充実、学校教育の充実、生涯学習の推進、

スポーツの振興、芸術文化の振興と五つの分野ございますけれども、この後教育委員会の権限

に属する3分野、子育て環境の充実、学校教育の充実、芸術文化の振興について、このように実

施状況としてまとめているものでございます。なお、今年度から取り組みを始めるところであ

りますけれども、昨年度までのこの報告書には、決算額でありますとか、それから成果指標と

いった数値目標の報告が主でありましたけれども、やはり文章でどのようなことが実施された

のか評価をしたほうがわかりやすいだろうという意見がありまして、今年度からそういう視点

での、評価を加えております。それでは2ページ目をごらんいただきたいと思います。まず「1.

子育て環境の充実」でございます。その下に基本方針として「子育てに喜びを感じ、安心して

健やかな成長を育むまち」と掲げております。この基本方針のもと、四つの具体的な施策を掲

げております。2ページの中程のところに「（1）子育て支援の充実」でございます。ここから

先、事業数が多いので、事業名と決算額を主にお話しいたします。新規事業については、補っ

て説明をしたいと思います。まず地域子育て支援センター事業でありますが、決算額は4319万

5000円。子育て支援情報ネットワーク事業、決算額2万円、放課後子供教室・学童クラブ、決算

額2億1255万4000円、第3子以降保育料等負担軽減事業、3581万6000円。5にあります病後児保育

事業は、29年度から新たに取り組んだ新規事業でございます。傷病の回復期にある児童で保護

者の都合により家庭で保育困難な児童を一時的に保育するというものでございます。決算額は

859万6000円でございます。3ページに移ります。「（2）家庭教育力の向上」家庭教育力向上事

業、決算額45万4000円、家庭教育力向上事業、こちら保幼小の連続性を考慮した保育教育の推

進、決算額16万3000円でございます。「（3）就学前教育の充実」はなまき保幼一体研修事業、

決算額6万円。幼稚園教育環境充実事業決算額8862万円。保育所保育環境充実事業、決算額4096

万5000円。ここの事業概要の1番下のポツにございますが、昨年度、補正予算に計上いたしまし

て、小規模保育園施設整備「花巻ポラン保育園」を整備してこの4月から開園したところであり

ます。これはいわゆる待機児童解消事業の一環ということで行ったものでございます。幼児こ

とばの教室事業、決算額724万3000円、こども発達相談センター整備事業、これは老朽化が進ん

でおりましたこども発達相談センターの新築整備を行ったものでございます。改築工事でござ

います。9639万円でございます。4ページをお開きいただきたいと思います。公立保育園再編事

業であります。これはいわゆるゼロ予算事業でございます。先ほど、こども課から報告があり

ましたけれども、これは昨年度から検討を進めておったところでございます。幼稚園教育指導

充実事業、28万7000円でございます。続きまして、成果指標でございます。子育てしやすいま

ちと感じる市民の割合。現状値平成27年度の結果が55.7％でありまして、30年度の実績値とい

たしましては、58.3％というふうになっております。下の部分が先ほど申し上げました今年度

から新たに表示を始める評価であります。安心して子供を産み育てることができる環境づくり

を推進するため、待機児童の解消を最大の目標とし、民間保育施設整備への補助や保育士資格

を有する方の再就職支援、子育て支援員研修などを実施したが、結果として、平成28年度に26

人であった待機児童が平成29年度には96人に増加した。これは国が短時間就労の場合も保育所

入所を認める要件の拡充を行ったことが原因と考えられる。このことは前述した取り組みが待

機児童の増加の抑制につながったものと判断することが可能であり、今後も保育士確保策の推
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進や保育施設の整備を行っていく必要がある。また、保護者が抱える育児に関するさまざまな

不安を解消するため、病後児保育室の設置や老朽化したこども発達相談センターの改築のほか、

地域子育て支援センターでの育児相談や子育て支援情報ネットワーク研修会の開催等に取り組

んだ。このうち病後児保育室については延べ75人、昨年の7月に開所しておりまして7月から3

月までの数字でございますが、延べ75人の利用があり、保護者のニーズに対応した取り組みで

あったと考える。さらに、市の独自施策として第3子以降保育料等負担軽減事業を実施し、277

人に対し補助を行うことで、多子世帯の経済的な負担軽減を図るなど、子育て環境の充実に向

けたさまざまな事業を実施したことが成果指標の向上につながったものと思われる。続きまし

て5ページに移ります。学校教育の充実でございます。この基本方針は、子供たちが夢と希望を

持ち、たくましく生き生きと育つまちと掲げております。具体的な施策に入ります。「（1）学

力の向上」であります。学力向上推進事業は、決算額1596万6000円。学び交流学習事業、決算

額22万5000円。指導運営事業829万5000円。教科用図書採択事業4万円。6ページにまいります。

「（2）体力の向上」体力向上実践推進事業、決算額24万3000円。小中学校スポーツ振興事業、

395万円。「（3）豊かな人間性の育成」児童生徒表彰事業52万5000円。生徒会ボランティア活

動支援事業22万円。復興教育学校支援事業63万7000円。地域体験型学習事業589万7000円。国際

化教育推進事業のうち、小学校国際理解推進事業842万6000円。同じ事業の中学生国際化教育推

進事業1727万円。「（4）個に応じた支援体制の充実」特別支援事業6275万7000円。「（5）学

校保健の充実」学校保健事業6170万1000円。「（6）教育環境の充実」小中学校区再編等調査事

業34万円。私立高校振興事業324万円。県立大迫高等学校生徒確保対策協議会事業補助金85万円。

小学校施設維持事業2億3179万円。中学校施設維持事業7159万6000円。湯口中学校校舎改築事業

5億3876万1000円ということで、これについては平成29年度をもって事業完了したところでござ

います。大迫中学校校舎改築事業7億7928万円。8ページにまいります。学校安全確保事業、決

算額48万円。育英事業150万2000円学校給食施設基本方針策定事業、こちら決算額ゼロでござい

ます。大迫学校給食センター整備事業2億2770万8000円、これについては、29年度に完成をした

ところであります。奨学金活用人材確保支援事業32万2000円。学校地域連携推進事業281万2000

円小中連携推進事業6万3000円。学校図書支援事業245万6000円。9ページにまいります。成果指

標でございます。将来の夢や就きたい仕事など具体的な目標を持っている児童生徒の割合、小

学校の現状値が85％で実績値が88％、中学校の現状値が69％で実績値が76％。運動やスポーツ

が好きな児童生徒の割合、小学校が現状値84％、実績値が94％、中学校が82％の現状値に対し

て実績値が86％。自分にはよいところがあると思っている児童生徒の割合、小学校の現状値が

78％に対して実績値が79％、中学校が現状値66％に対しまして実績値が76％。児童生徒の学力

の定着状況、県平均を100とした場合、小学校の現状値が105で実績値が101、中学校の現状値が

99で実績値が100でございます。学校教育の充実についての評価でございます。学力向上につい

ては、平成29年度岩手県学習定着度状況調査の結果によると、小学校では算数が前年度より2％

上昇し、県平均と比較しても2％上回った。社会、理科も県平均を上回っており、国語を除いて

は、おおむね好ましい状況。中学校は国語、社会、理科が県平均を上回り英語が同等、数学は1％

下回った。特に数学は前年度から3％下落しており、課題が残る。中学校外国語教育推進事業に

ついては、平成29年度から英語検定の検定料の助成を開始したところ、英検受験者数と、3級所

持者数の割合が前年度の約2倍となり、生徒の語学力向上につながった。体力向上については、

平成28年度に引き続き取り組んだ体力向上実践推進事業により1年目は短距離走のタイムや泳

法の技術が向上したが、2年目は敏捷性や柔軟性に伸びが見られたほか、体育の授業以外の業間
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や昼休みにも体を動かす児童が増加した。学習定着度状況調査によると、運動やスポーツが好

きな児童生徒の割合は増加傾向であることから、基礎体力の向上を目指し、今後も体力、運動

能力に課題を抱える児童が多い学校に重点的に取り組んでいく。学校における地域体験型学習

やキャリア教育の実践は住んでいる地域をより深く知る体験を重ねるとともに、自己の将来を

考え、職業感を醸成することで、児童生徒の自己肯定感、自己有用感が高まった。10ページに

まいります。芸術文化の振興であります。基本方針は「市民が地域の歴史や文化、先人に誇り

を持ち、芸術文化に親しむまち」であります。「（1）芸術文化活動の推進」であります。学校

文化活動事業、決算額47万8000円であります。「（2）民俗芸能の伝承」民俗芸能伝承支援事業

決算額228万1000円。次、（4）とありますが（3）と訂正いただきたいと思います。「文化財の

保護と活用」文化財保護活用事業、決算額1101万3000円。文化財保護活用事業の熊谷家改修事

業。これにつきましては昨年度、28年度からの繰越事業で実施が29年度でありますが、熊谷家

の地盤補強工事と屋根葺き替え工事を行ったところであります。決算額は5274万9000円であり

ます。11ページにまいります。埋蔵文化財保護活用事業、決算額2902万5000円、展示活動事業

978万3000円。教育普及活動事業202万7000円。成果指標、郷土の歴史、文化に対する誇りや愛

着を持つ市民の割合は、現状値が62.5％で実績値が67.3％であります。芸術文化の振興につい

ての評価、民俗芸能の伝承については、郷土芸能の保存を図るため、各種郷土芸能鑑賞会を開

催しており、公演事業の入場者数は平成28年度1280人に対し29年度は1880人と増加傾向にある。

特に古民家活用郷土芸能鑑賞会は熊谷家の屋根葺替え工事後のお披露目を兼ねて開催したこと

もあり、例年より多い来場者であった。事業実施により伝承活動が確保されるとともに、観光

イベントを創出し、地域振興にも成果があった。文化財の保護と活用については、文化財セミ

ナーや自然観察会、埋蔵文化財講演会等を実施し、埋蔵文化財関係講座等受講者数は平成28年

度の2315人に対して29年度は2151人だった。微減ではあるものの、目標指標の目標値1500人を

大幅に上回っており、市民の文化財に対する関心の高さがうかがわれた。今後も文化財愛護意

識の高揚を図るため、各種の鑑賞会や講座等を開催することとしている。博物館の入館者数に

ついては、平成28年度と比較して5000人超減少した。これは平成28年度の発明王エジソン展の

ような特別展を実施しなかったことによる影響と考えられる。各種講座やセミナーについては、

調査研究テーマをわかりやすく説明したことや外部講師を招いたものに好評を得ており、参加

者も年々増加傾向にある。博物館資料を活用した学習メニューの充実を図った結果、市内各小

中学校で出前授業や見学学習を行う学校がふえた。これは学芸員が各校の担当教諭と連携を密

に図りながら、共通で学べるものに加え、それぞれの学校の地域特性を盛り込んだ内容とした

ことで、興味や関心を高めたことが要因と考えている。今後については、常設展の展示内容を

リニューアルするとともに、特色ある企画展の開催、博学連携の取り組みの強化により、さら

なる魅力アップに努め、郷土の歴史文化に対する誇りや愛着を持ち市民の割合を高めていきた

い。では12ページにまいります。こちらは各種施設の利用状況であります。まず学校開放事業

であります。小学校については、総計で見ますと、平成29年度開放回数は6825回で利用者数が、

17万3107人、前年度と比べますと開放回数が649回ふえておりまして、また利用者数も3872人ふ

えているところであります。一方、中学校でございますが、開放回数は4035回、利用者数7万7810

人ということで前年度に比べますと開放回数で578回の減。利用者数で4810人の減となっており、

小中学校合計では、開放回数は1万860回。利用者数25万917人、開放回数は71回増ですが、利用

者数については938人の減というふうになっております。13ページにまいります。施設利用状況

等についてであります。花巻市総合文化財センター利用状況であります。29年度は開館日数358
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日で入館者数が3263人ということで、入館者数については、前年に比べて1777人の減となった

ところであります。大迫郷土文化保存伝習館利用状況でありますが、開館日数157日利用者数890

人で、こちらは入館者数が175人増加しているところであります。石鳥谷農業伝承館利用状況で

あります。開館日数361日で入館者数は1395人、増減は236人の減であります。花巻市博物館利

用状況であります。開館日数360日入館者数、1万3950人。増減はマイナスの5242人であります。

石鳥谷歴史民俗資料館利用状況であります。開館日数は361日、入館者数は1261人で増減がマイ

ナスの167人でございます。東和ふるさと歴史資料館につきましては、27年4月1日から当分の間

休館としているところであります。以上でございます。 

◎藤原会長 はい。ただいま事務局から説明を受けました。このことにつきまして、質問ある

いは御意見のある方、挙手をお願いいたします。それでは、私のほうからちょっと質問させて

いただきます。3ページ目のちょうど中ほどになりますが、幼稚園の、そうですね就学前の教育

のところに幼稚園教育環境事充実事業9000万という非常に大きな額ですが、三つの項目があり

ますが、そのうちどういうふうな割合といいますか、内訳なのでしょうか。ざっとで結構です。

8800万っていう決算ですね。 

○今井こども課長 はい。お答えいたします。まず私立幼稚園のこの就園奨励事業につきまし

ては、事業費で、約7300万となってございます。それから、幼稚園の運営にかかわる部分です

けれども、こちらにつきましては、約1300万となってございます。それから維持修繕につきま

しては、240万ほどとなってございます。 

◎藤原会長 予想していたとおりで、内訳はやっぱり私立の幼稚園就園奨励事業に多くの金額

割かれているだろうなと思っていましたけれども、これはどういうふうな事業になるのでしょ

うか。7300万ですか、約。 

○今井こども課長 内容ですが、こちらにつきましては、幼稚園の保育料ですが、保育園の場

合は所得に応じて保育料が決まるのですけれども、幼稚園の場合は所得に関係なく、保育料が

園によって決まってございます。そのため所得に応じて、いわゆる保育料の補助といいますか、

預ける方の負担軽減を行い、幼稚園に預けやすくするものでございます。 

◎藤原会長 市で運営していた幼稚園が私立に切り替わることに伴う、費用ということではな

いのですか。 

○今井こども課長 そうではありません。あくまでも私立幼稚園に対する幼稚園就園奨励補助

という関係、性格でございます。 

◎藤原会長 そのほかに、どうぞ。 

○照井義彦委員 すみません。幼稚園の関係なのでちょっと一言、私立幼稚園へ就園奨励費は

文部科学省のほうで幼稚園教育を盛んにするっていうので出た最初の補助金です。それが今こ

うやって、市のほうの御理解をちょうだいしながら、幼稚園のほうに保護者に対する補助金で

すので、幼稚園の学園に来るのではなくて、保護者の経費負担という、そういう内容のほうが

強い補助金です。 

◎藤原会長 はい。よくわかりました。ありがとうございます。そのほか、いかがでしょうか。 

○瀬川行夫委員 大迫の瀬川です。あちこちで大変申しわけないのですが、二つお伺いしたい
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と思います。一つは、放課後子供教室学童クラブの2ページですね。はい。これの経費が2億と

いうことですから、恐らくは、ハードの部分が大きいのかなという気はするのですが、どうい

うことでこのぐらいかかってきているのかっていうことが1点。それからもう一つは、飛んで申

しわけございませんが、9ページ実は、私も学校にいたことがありますので、10年も前になるの

ですが、調査して、子供たちの自己肯定感が非常に低いということが、10年も前にありました。

そしてやっぱりまだ向上が難しいのだなという思いでこの数字を見させていただいたのですが、

自己肯定感が高くなるのに、キャリア教育が非常に有効だというふうなまとめがされているの

で。もっともっとこれに取り組めばよかったのかなという、いうふうな思いをしているところ

ですが、キャリア教育が学校に入ってきたあたりは「すごく有効なのは、5日間やることだ。最

低でも3日が必要だろう」というふうなお話でしたが、5日はいろんな学校の事情等もあって難

しかったことを覚えています。したがって、最低有効な3日というふうな形で取り入れてきたの

ですが、現在もそういうふうな形が変わっていないのかどうかっていうことと、それから連続

でなくても、大迫中学校で取り組んでいるような、郷土学っていうか、総合的な学習で、繰り

返し地元のことを学習していくというふうな部分も多分、有効なのかなとは思っているのです

が、それらについて、何か把握していることがあったら教えていただきたい。この2点でござい

ます。 

◎藤原会長 はい。2点について御質問ありました。2ページの学童クラブとそれから自己肯定

感9ページにかかわって。 

○今井こども課長 はい。それでは、学童クラブの関係についてお答えいたします。まず、こ

ちらの2億1200万ということですけども、ほとんどが、いわゆる運営費ということでソフト部分、

人件費を含めてという形になります。支援員さんがたの処遇改善とか、あとキャリアアップに

対する改善、事業補助とか、そういった部分で、ほとんどを占めておりまして、実際に学童ク

ラブの施設の維持管理につきましては大体160万程度。修繕とかそういう部分については、エア

コン入れたところで83万程度、ほとんどこの運営にかかる費用という形になります。委託にな

りますので、市からの委託料としては学童クラブに運営していただくということで、いわゆる

ソフト部分の費用となります。 

○佐藤教育長 参考までに学童クラブは19ありまして、伺っているのは、小学生の大体25％ぐ

らいが利用しているのではないかと。 

○今井こども課長 すみません。平成29年実績で1043人。児童数ですね、1043人、19学童クラ

ブでとなっております。 

◎藤原会長 それでは、9ページの自己肯定感についてお願いします。 

○中村学校教育課長 自己肯定感について、岩手県学習定着度状況調査の質問紙調査によれば、

自分にはよいところがあると思っている子供たちはその程度というふうにとらえております。

これについて、キャリア教育の推進というふうなところで市のほうとしては、地域での職業体

験というところで、地域体験型学習というところで小学校の総合的な学習の時間も含めて、中

学校でもやっていただいているというところで、確かに先ほど瀬川委員から5日以上続けたほう

がいいという当初の文部科学省からの話があったわけですが、やっぱり現実的には難しい。ま

た、学期中も難しい。できれば、もし可能であれば休み中とか、いうふうなところでのいろい

ろな工夫、取り組みの工夫とか、やってきたわけですけれども現実的にはやはり、2日程度の学
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期中の取り組みの学校、中学校が多いというのが現状でございます。その上で、本市において

は、先ほども言いましたように小学校から、そういう地域での体験学習、職業も含めた体験学

習をできるだけやってほしいということで、30年度においては地域体験型事業等も含めてキャ

リア学習と体験学習というところで事業を展開するようにしております。先ほどもちょっとあ

りましたが、大迫では、ワインづくり体験を継続して行うなど、非常に特色ある取り組みをし

ていただいております。そういうものを参考にしながら、ほかの地域でもいろんな体験を進め

ていただければというふうに思っているところです。 

◎藤原会長 よろしいでしょうか。よろしいですか。はい。そのほか、 

○中村浩希委員 中村といいます。先ほどの関連質問になると思うのですが、地域体験型学習

っていうのは、体験するっていう小学校でもっていうような話でしたが、中学校、実はこの間、

中学校2年生なのですが、職場体験ということで、2日間ほど来たのです。大変いいことだと思

うのですが、1年、3年と各学年でやったらどうかと、1回、中学校2年生で1回やってそれで「別

のことも体験したいな」というようなこともあるのではないかと思います。できるのであれば、

学年単位でやればいいかなと思ったところです。 

○中村学校教育課長 はい。お答えします。ありがとうございます。そのような地域の方々の

理解があると非常に学校としては、やりやすいのかなというふうに考えております。ただ、一

般的に多くの学校での現状ということでお話しさせていただきますが、1年生等では、職場見学

というところでの体験学習、それから2年生での職場体験、実際にその職場に行っての働き、実

際に病院とか、あるいは商店とか行って実際に働かせてもらって、3年生になって修学旅行等で

東京での、そういういろんな、またさらに視野を広めたいろんな企業等の見学と、そういうふ

うな段階を踏んだ、今、職業についての経験、体験学習を進めているのが一般的な県内全体で

の状況であります。なので、その地域を3年間続けてというところがまだまだ少ないなというと

ころは、実際に感じているところでございます。 

○中村浩希委員 はい。わかりました。つまり1年生のときもやっているわけですね、たまたま

保育園に来なかったっていうだけの話で。 

○中村学校教育課長 花巻というか、近隣の盛岡に実際に行ってですね、盛岡の施設にお願い

している場合もございます。いろいろそこは学校によって、いろんなケースがございます。 

◎藤原会長 中村委員よろしいですか。そのほかいかがでしょうか。三井委員どうぞ。 

○三井信義委員 最後の13ページのところに施設利用状況等ということで、入館者数が毎年の

ように、それも大幅に減少している状況があろうかと思うのですね。何か毎年報告受けるとな

んか毎年大幅に減っているというイメージがあるわけですけれども、それについての対策もも

ちろんいろいろ考えていらっしゃるのでしょうけれども、ちょっとそこら辺をどういうふうに

考えていらっしゃるのかお聞きしたいということと、もう一つ、たまたまここに史跡じゃーに

ーという石鳥谷中学校の校外活動で、地元のいろんな史跡を回って歩くという、取り組み、去

年とことしですが、やられたということで、私のところにも来たのですが、たまたまその資料

をちょっとお借りしたら大変おもしろいのですね。本当に地元の地域にどういう館があったと

か街道がどうだったとか、一里塚がどうだとか、渡し船がどうだとか、そして、戦のあるとき

武士はどんなことしていたのかとか、ない時はどうだったとか、すごくおもしろい資料で、我々
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も引き込まれるような、そういった中で博物館の活用等も行っていろいろやったりとか。です

からやっぱりそういった、こうちょっといろんな工夫とか企画次第では、もっともっと、こう

いったすばらしい施設がいっぱいあるわけですから、何とかこう、もうちょっと活用していた

だけるような工夫を考えていただければいいのかなという感じがしましたので、よろしくお願

いいたします。 

◎藤原会長 今の三井委員のお話は、要望ということでよろしいですか。あと、私もちょっと

今に関連してですけれども、前年度、今年度という、28年、29年で増、減という形ですけれど

も、これがたまたま去年よりふえたとか、減ったということもあるのですが、ここ数年間のグ

ラフ化ですかね。そんなほうがわかりいいのではないかなと。ボツンとことしが下がったって

言うけれども、いや、一昨年と同じだと、去年がたまたま上がっているということもあろうか

と思うのですね。3年、4年間分分くらい資料、特にこの計画のスタートの段階からですね。5

ヵ年計画ですので。平成28年度からのやつを出していただければいいかなと思いますが。これ

も要望です。私のほうから7ページちょっとお願いできますか。7ページの「（6）教育環境の充

実」の2番、3番についてちょっとお伺いしたいと思います。私立高等学校に関する助成という

ことで、花巻東高校が該当すると思いますが、324万円とこれは、ほかのところでも、盛岡市等

でもあるかと思います。3番目のところですが、大迫高校の生徒確保対策の事業に対する補助金

なのですね。ほかのところはよく通学バスで1万円を超えた分については、補助しますよとか、

あるいは半額バス賃を補助しますよというふうに、高校生、家庭そういったところへの助成と

いうことはよく耳にしましたし、そういうことによって市町村によっては「うちの高校は県立

だけれども町立高校のつもりで支援しているのだ」というふうな言い方もされているところで

ありますけれども、高校の場合は、存続に取り組む団体への助成というふうなことになって、

県内のほかの地域とちょっと趣が異なるかなと思うのですが、実績値決算額が85万円ですか、

減っておりますけれども、どういうことなのでしょうか。 

○岩間教育企画課長 はい。お答えいたします。今、会長からお話があったような、ほかの高

校と大迫高校の1番の大きな違いといいますと、花巻市内に県立高校がそのほかにも複数あると

いうような状況で、市が大迫高校の生徒確保のみに直接お金を出して支援という形は、やはり

ちょっと難しいということで、団体がありますので、そちらの団体の活動として、その団体が

実施する事業に一部、市が補助をするという形をとらせていただいております。その団体が行

っている事業の中で最も大きいのがスクールタクシーの運行でございます。大迫はＪＲの駅が

そばにないということで、バス通学それも本数が限られるというようなことがありまして、タ

クシーを運行しております。そのタクシーを利用する生徒さんに対して、ＪＲの定期を負担す

る割合と同等になるようにという程度で、支援をさせていただいているのが1番大きな事業でご

ざいます。その全体の事業費に対して、市で一定割合を団体さんのほうに支援をすると、あと

そのほかに団体さんのほうでは同窓会ですとかＰＴＡからも、そういうような補助金をもらっ

て、それを合わせて団体として生徒確保の事業を進めていただいているというようなものでご

ざいます。 

◎藤原会長 わかりました。そうしますとスクールタクシー、バス代に代わってスクールタク

シーということですが、それが85万円を超えていて、85万円分を補助するとそんな形で考えて

よろしいですか。はい。わかりました。それから、ちょっともうひとつお願いします。8ページ

の中程、12番ですね、奨学金活用人材確保支援事業ということになっております。これにつき
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ましては、本学、富士大学で地域創生について、花巻市長さんも登壇されてお話をされたとき

に、市内の大学、富士大学になるわけですが卒業した後に、花巻市内に居住した場合には、奨

学金の半額が返還要らないよということを声高々に宣言いただきまして、大変ありがたかった

のですが、総額は71万9000円、しかももう一つの事業とあわせてということ。また、実際には

使われたのが32万円という額はそれほど多くはないかなと。それからまた、本学でも、地域定

住、先ほどお話しさせていただいた、挨拶させてもらったように、県内からの比率がここ3年間

で、28％岩手県だったのが39％、ことしは42％というふうに非常に岩手県からの、入学者がふ

えております。そしてまた、一例を挙げますと花巻東高校からは、5名から10名というふうに倍

増したりして、非常に花巻市内からの入学者も増えてきているのですが、この金額を見ますと

この制度が十分にまだ浸透していないのかなというふうな懸念もされるわけですが、人数とか、

これはどういうふうな制度で、そして就職を花巻市内にしましたよといった段階で、まず奨学

金借りていなきゃならないのですね、借りていて、そのうちの半分は返さなくてもいい。そう

いうふうなことかと思うのですが、どんなものなのか人数とかですね、この規模が非常に小さ

いように思うのですが、いかがでしょうか。 

○熊谷学務管理課長 はい。ありがとうございます。お答えしたいと思います。まず、奨学金

の制度につきましてですけれども、先ほど会長からありましたように、まずは、高校であるい

は大学のところで、奨学金をまず借りているということが1番の前提になります。その上で、人

材確保支援事業といたしましては、ふるさと保育士確保事業ということと、あとはふるさと奨

学金定着事業補助金ということで、今言いましたように、市内の大学、市内大学を卒業して市

内に定住している者、保育士については、市内の認可保育園に保育士として勤務している者と

いうことになっております。この制度が始まったのがまだちょっと、28年度、29年度というこ

とでございまして、まず奨学金を借りる段階で、その制度がまだ設置されていなかったという

こと。あとはやはりそこの人数がこの通り少ないという状況ですので、現段階としてやはり、

ＰＲ不足とこちらのほうでも感じております。ですので、まずその奨学金を借りていただく段

階でのＰＲと、あとは大学のほうに伺って、あとは、保育士の育成とやっぱりＰＲしていかな

ければいけないなと思っている状況でございます。人数のほうですけれども、7名ですね、あわ

せて7名ということになっておりましたので、はい。 

◎藤原会長 はい。ありがとうございました。ほかにございませんか。坂本委員どうぞ。 

○坂本知彌委員 お礼を申し上げたいと思います。去年のことですが、法人立保育園主催の教

育講演会に学童クラブの職員もお誘いをいただきました。テーマは食育だったのですが、竹内

先生の食育の話でものすごく感銘を受けました。大ホールにいる観客のほとんどが号泣だった

のです。それで、私どもも非常に感銘を受けて、やっぱり食育が大事だっていうことで、学童

の保護者とも相談しまして、食育の勉強会をしました。早速、人数が90人もおりますものです

から、一斉に料理教室なんてことは難しいので文化会館でおにぎりのつくり方を。それで、農

協さんに御飯を頼んで、御飯にまぜまぜをして、そしておにぎりを作るとか、そしたら、花巻

の栄養士さんだったのですけども、チーズとかなんかいろんなこうちょっと「これ、合うの？」

って思うような発想で考えてくださいまして、とってもおいしく子供たちも、大喜びで、それ

から自分でおにぎりをつくって持ってくるっていうところまで来ました。お弁当を詰めるよう

になりましたとか、やっぱりそういうふうなお誘いをいただかなければ、そういうことはなか

ったので、幼保小の連携のところにまたお声をかけていただきたいと思っております。よろし
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くお願いいたします。 

◎藤原会長 はい。よろしいですか。はい。そのほかございませんか。菅野委員。お願いしま

す。 

○菅野慎一委員 せっかくの機会ですのでちょっとお話しさせていただきますけれども、本当

に幼稚園から義務教育、そして生涯教育までいろいろと幅広くいろんな部分で焦点を当ててい

ただいて御苦労さまです。というふうに言いたいところですが、やはり私が注目すべきは、学

力向上のところがすごく興味関心があります。特に先ほど報告資料に載っておりますけども、

小学校の5年生でかなり高いレベルにあるものが、中学校2年生になるとぐっと下がってくると。

これは岩手県全体の傾向でもあるわけですが、それに対して、藤原会長から1人勉強ノートとい

うふうなところとか、宿題の視点でのお話、お聞きいたしましたけれども、5ページですね、学

力向上推進事業というふうなところで、市のほうとしてもさまざまな対応を打っておるようで

ございます。それで、この中学校サポーター配置とか、授業力向上支援の外部講師による模範

授業とかといったものの具体的な内容をお聞かせ願いたいというふうに思います。例えば、ど

ういった層に焦点を当ててこの支援策打っているのか、そういったところも含めてですね、説

明いただけると助かります。よろしくお願いいたします。 

◎藤原会長 はい。よろしいですか。 

○中村学校教育課長 中学校サポーター配置に関しては、そこにありますようにまず30人を超

える学級ということで割と人数の多い学校、今、29年度で言うと花巻中学校、花巻北中学校、

石鳥谷中学校というところに、その免許を持った具体的には数学ですけれども、そういう方を

T2という形で学級のほうに入っていただいて、T1、T2、TTの事業を進めていただいているとい

う状況でございます。それから、外部講師による模範授業、講義の実施ということですが、こ

れは平成29年度、紫波の赤石小学校の阿部勲
こと

寿
ひさ

先生という方、この方ですが、小学校で一生懸

命、外国語教育について非常に先進的に取り組んでいらっしゃる先生でございました。その方

に若葉小学校のほうに行っていただいて、模範授業をしていただいたという事業でございまし

た。いろんな形で今年度も、小学校の外国語については非常に注目もされていますし、先生が

たも研修したいという声、要望が多いので、まずそういうところから学校に入っていただいて

いろいろ勉強していただいているという状況でございます。 

◎藤原会長 ここで学力向上ということですけれども、中学校の立場で、吉田委員さんいかが

でしょうか。 

○吉田靖雅委員 本校でもサポーター配置いただいております。数学で1年生に入っています。

1年生のときにT2が入ってきてくれるおかげで、底辺を下げない。できるだけ下げないで2年生

に上げられるなっていうのが、ここ3年間やってみての感想です。3年生になって入試だからと

いって、3年生に配置するよりも1年生のときに、ある程度底上げをしておけば2年、3年は予想

よりも下がる人数が少ないなっていうのはここ3年間の感想です。ですので、本校にとって非常

に役に立っております。ありがとうございます。 

◎藤原会長 教育長に御発言お願いしたいです。 

○佐藤教育長 今、学校教育課長から説明いたしましたけれども、やっぱり算数、数学という

のが花巻弱いのです。小学校のほうで比較的よかったのが、中学校のところで、つまり、躓い
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たままいっているという状況。これがやっぱり1番大きいのだろうと思います。それからもう一

つやっぱり、できる喜び、問題を解決する。そこまでやっぱり個別の指導というのが、少し弱

いのだろうなと。それから家庭で問題を何回も復習してみるとか、あるいは解いてみると、そ

ういうところだというふうに思います。それで、学習定着ワークとかいろんなことやっていま

すが、市として学力向上のアクションプランっていうのを立てて数値化しておりますし、それ

に基づいて、各学校のアクションプランというのを立てていただいて、一つは授業改造それか

ら、やはり個に応じた指導、それからもう一つは家庭学習ということでやっていただいており

ます。それで先ほど県の学調、平成29年度の子供たちのいわゆる中2の数学、これはことしの4

月の全国学調、これでは県の平均は上回りました。ただ、やっぱり全国の平均には、ちょっと

足りないということで、各学校でいろいろやっていただいておりますので、そういったコツコ

ツとした積み重ねっていうのが少しずつよくなっている。ただ、一方で全体に弱いということ

です。それで今、各小中学校では、次は小中連携ということで、今、家庭学習スタンダードと

いうものを小中連携した形で今取り組んでいただいております。ただ、まだまだもう少しこう

頑張らなくちゃいけないなということと、それから成績見るとやっぱり上位の子供たちもいる

反面、下位のつまずきが多いということで二極化しているっていうことがございます。それで、

やはりもっともっと支援の仕方を考えなくちゃいけないのですけれども、ここには出ておりま

せんけれども、いわゆる普通学級にいて、発達にちょっと困難性を抱えいるような子供たちに

対しても学力を支援しなくちゃいけないということで、そういった子供たちに対する、市では

ふれあい共育推進員という制度なのですが、そういった非常勤の方、実は43名も配置している

というようなことでやっているのですけれども、もっともっと支援の仕方、それから勉強でわ

かる喜び、それからやっぱり算数、数学に関する指導力、こういったことについての充実は、

もっともっと強化しなくちゃいけないと思っております。あるいは、小学校でも今、いわゆる

小人数指導あるいは習熟度も取り入れておりますので、その辺の指導の工夫というのが、もっ

と思い切ってやっていかなきゃいけないなと。そういったふうな課題がございます。 

◎藤原会長 はい。ありがとうございます。県学調の場合ですね、県に対して平均より上回っ

たかどうかというふうな比較になると思うのですが、一方で、全国でもやっておりますので、

これなかなかデータとして出すのは難しいということもあるかと思いますけれども、教育委員

会のほうではそういったものも十分検討されているかと存じます。その辺のところをベースに

しながら、学力がどうなっているのかというあたりも今後とも検討していただければと思いま

す。大分時間も押してまいりました。いかがでしょうか。はい。お願いいたします。 

○永井紳逸委員 12ページの、学校開放事業ですけれども、花巻中学校と西南中学校が大幅に

29年度は利用回数、人数が減っているわけですけど。学校開放の利用者っていうのは、クラブ

活動、スポーツ少年団活動の方々の利用が主な数字ですか。そして、減ったっていうのは、休

養日をとりましょうという運動か何かをやったためでしょうか。その辺、把握していますでし

ょうか。 

○熊谷学務管理課長 今、学校開放事業について、特に花巻中学校、西南中学校のところで昨

年度に比較して減少しているというお話ありましたけれども、特に西南中学校のほうなのです

が、今まで、クラブ活動の後の父母会練習まで含めて、このデータを記録しいていたものを平

成29年度については、社会人等の団体に対する利用人数に修正したため、減ったものです。 

◎藤原会長 はい。そのほかよろしいでしょうか。 
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○照井義彦委員 4ページですけれども、そこのところにいわゆる子育てしやすいと感じている

人のパーセントでちょっと気になるのが100％で、全員になるのでしょうけれども、4割近くの

方が子育てしやすいと感じていないっていうところが、これからなんか大事になってくるのか

なと。あるいは子育てしやすくないっていう意味で、あるいはここにありますように指標が待

機児童だけでいいのかどうか、そのほかのところの要因が何かあるかなっていうもので、ちょ

っと、質問をさせていただきました。 

◎藤原会長 ポイント上がっていますが、まだまだということですかね。事務局お願いします。 

○今井こども課長 はい。大変難しい問題ですね。確かに今、やっぱり待機児童数は大きな影

響があるかと思います。この中で、このアンケートの残り4割っていうところでですね、実際に、

今子育てしていない方とかも含まれていたりとか、そこのところの分析や検証は、やっぱり確

認していかなきゃならないと思っていますし、やはり先ほどのところにあるとおりですね、待

機児童数が今、過去最大でということは、やはりこれは少なからず影響しているのかなと考え

てございます。 

○佐藤教育長 ちょっと補足します。実は市でいろいろ子育て支援ということで、全部でいう

と、170ぐらいの事業やっているのですけれども、やはりＰＲが下手だっていうのがあります。

つまり、赤ちゃんがおなかに入った時期からずっと一貫した事業っていうのが、さまざま例え

ば将来的な奨学金とかあるわけなのですが、そういったことについて子育てガイドブックとい

うのをつくっているのですけれども、冊子になっていて、それが浸透しないっていうこと、そ

れからホームページは出しているのですが、なかなかごらんいただけないということで、また

広報でもちょこちょこ出しているのですが、なかなか広報も読んでいただけないというような

こと。もう少しダイジェスト版のものを、身近なところにおいてＰＲするというようなことで、

また、例えば妊娠の時から、あるいはもっと早く高校生ぐらいのときから、そういったことを

ＰＲして、市でこういうことやっているのだよ、こういう困ったときにはここが窓口だよって

いうことをやっぱり一体化してＰＲすることが大事だというふうに思います。それで市民の割

合でいうと、やはり4割ぐらいの人がそう感じてないというふうなことで、そういったことから

早い時期からのお知らせというものをしていかなきゃないということ。それからあとどういっ

た点で子育てしやすくないのかっていう、例えば、よくいろんな意見を聞くと、親子で休みの

日に遊べる場所がないとか、実はないわけじゃないのですね。これも御紹介の仕方だというふ

うに思いますし、それから、何かあった場合に相談もできるようなこどもセンターの存在とか、

実は市内4カ所あったりして、そういったことのＰＲがやっぱり私どもが下手だと。届いていな

いということが、これがやっぱり大きな理由かなというふうに思っております。 

◎藤原会長 はい。ありがとうございます。アンケートの場合「しやすいまちと感じる」って

いうのが6割としたときに、どちらでもないっていうのも入ったりしていますので、必ずしもそ

の残り4割が全てよろしくないと言っているわけでもないかなと。そういうアンケートの、取り

方もあろうかと思います。 

大分時間押してきまして、司会まずくて申し訳ありません。そろそろよろしいでしょうか。

はい。ではお諮りいたします。花巻市教育振興基本計画平成29年度主要事業の実施状況につき

まして、御説明のとおり決することに御異議ございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 



21 

 

◎藤原会長 よろしいですか。はい。ありがとうございます。それでは急ぎまして、続きまし

て審議事項の（2）でございます。花巻市教育振興基本計画実施計画、平成28年から32年度案に

つきまして、議題といたします。事務局からお願いします。 

○布臺教育部長 それではお手元の資料、花巻教育振興基本計画実施計画案を御参照いただき

たいと思います。先ほどまでの御審議では、平成29年度の実績、決算額、評価について御説明

をいたしましたが、これから審議していただく実施計画については、平成30年度、今年度の事

業費がどのようになっているかということを整理したものでございます。4ページをお開きいた

だきたいと思います。「（1）子育て支援の充実」地域子育て支援センター事業、30年度事業費

は4372万5000円。子育て支援情報ネットワーク事業3万円。放課後子供教室・学童クラブ2億6273

万2000円。第3子以降保育料等負担軽減事業3836万8000円。病後児保育事業1132万2000円「（2）

家庭教育力の向上」保護者への意識啓発の分は46万6000円。保幼小の連続性を考慮した保育教

育の推進は18万円。5ページにまいります。「就学前教育の充実」花巻幼一体研修事業27万4000

円。幼稚園教育環境充実事業9467万9000円。保育所保育環境充実事業7046万9000円。幼児こと

ばの教室事業733万4000円。こども発達相談センター整備事業、1062万8000円。公立保育園再編

事業、10万8000円。幼稚園教育指導充実事業31万2000円であります。6ページにまいります。「学

校教育の充実」学力向上推進事業1771万3000円。まなび交流学習事業23万円。指導運営費1025

万1000円。教科用図書採択事業434万7000円。「（2）体力の向上」体力向上実践推進事業22万

5000円。小中学校スポーツ振興事業365万円。7ページにまいります。「（3）豊かな人間性の育

成」児童生徒表彰事業93万6000円。キャリア学習支援事業703万7000円。小学生の国際化教育推

進事業2077万2000円。中学生の国際化教育推進事業は1955万6000円「（4）個に応じた支援体制

の充実」特別支援事業6651万3000円「（5）学校保健の充実」学校保健管理費6590万6000円。「教

育環境の充実」小・中学校区再編成等調査事業15万円。私立高校振興事業324万円。県立大迫高

等学校生徒確保対策協議会事業補助金106万4000円。小学校施設維持事業8145万5000円。8ペー

ジにまいります。中学校施設維持事業2437万6000円。大迫中学校校舎改築事業9874万4000円。

学校安全確保事業217万円。育英事業217万円。仮称学校給食施設整備事業、こちらは現在、学

校給食施設基本方針を現在定めているところでありますので、こちらの事業費としてはゼロで

ございます。奨学金活用人材確保支援事業を56万5000円。学校地域連携推進事業266万円。小中

連携推進事業11万3000円。学校図書館支援事業254万7000円。小中学校情報ネットワーク強靭化

事業、これは30年度新規事業でございます。学校における情報セキュリティ対策と教職員の多

忙化解消のため、グループウェアの導入をはじめとしたネットワーク環境の再構築を行うとい

うもので、事業費5452万円を予定しております。9ページにまいります。9ページは市の組織と

しては生涯学習部のほうで実行している事業になります。「生涯学習の推進」は「市民が、生

涯を通じて学び、広い視野を持って活動するまち」を基本方針として掲げております。「（1）

生涯学習の充実」生涯学習講座開催事業費2226万7000円。生涯学習活動支援事業679万円。読書

活動推進事業736万4000円。花巻図書館整備事業109万6000円。「（2）青少年健全育成の推進」

青少年活動推進事業282万2000円。少年センター運営事業363万円。「（3）国際化の推進」国際

都市推進事業1825万1000円。国政姉妹都市等交流推進事業1546万1000円。国内友好都市交流推

進事業170万2000円。10ページにまいります。「スポーツの振興」基本方針は「市民が、いつで

も、どこでも、いつまでも、気楽にスポーツに親しみ元気に活動するまち」と掲げております。

「（1）生涯スポーツの推進」地域スポーツ推進事業1669万7000円。地域スポーツ支援事業2361

万6000円。スポーツ施設環境整備事業7443万6000円。田瀬湖ボート場環境整備事業4795万7000
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円。「（2）競技スポーツの推進」競技スポーツ推進支援事業3307万5000円。スポーツ大会・合

宿誘致推進事業746万8000円。花巻ベースボールフェスタ開催事業855万円という、これは先日

西武球場で行われた、あの花巻デーの開催という事業でございます。11ページにまいります。

「芸術文化の振興」のうち「（1）芸術文化活動の推進」芸術文化推進事業36万4000円。芸術文

化促進支援事業735万6000円。芸術文化推進支援事業の文化会館に係る分が2377万5000円。美術

普及活動推進事業に萬鉄五郎記念美術館に係るものですが、24万円。学校文化活動事業56万円。

先人の顕彰、賢治のまちづくり推進事業7765万円。先人顕彰推進事業321万4000円。宮沢賢治普

及・啓発事業1140万8000円。12ページにまいります。企画展示事業といたしまして新渡戸記念

館企画展示事業516万3000円。萬鉄五郎記念美術館の企画展事業982万円。高村光太郎記念館に

係る企画展示事業159万5000円。「（3）民俗芸能の伝承」民俗芸能伝承支援事業233万9000円。

「（4）文化財の保護と活用」文化財保護活用事業2374万6000円。2に掲げておりました熊谷家

の改修事業については、事業として終わりましたので、これは1のほうに統合いたしました。埋

蔵文化財保護活用事業3465万9000円。展示活動事業、これは博物館に係るものでございますが、

1225万9000円。教育普及活動事業218万円。以上でございます。 

◎藤原会長 はい。ただいま事務局から御説明いただきました。このことにつきまして質問、

御意見ありませんでしょうか。よろしゅうございますか。はい。中村委員お願いします。 

○中村浩希委員 はい。今説明受けましたけれども、これ前年度と比較して、比較したものを

提出できないものでしょうか。事業の案の説明をされても、前年度どれくらいかっていうのは

わからないし、私の場合だと、そうかっていうようなことをちょっと対比しながら見たけれど

も、説明も早いしちょっとあれだなあと。横に対比して前年度はどういったか、それからそう

すれば、ふえれば何かあるのだなという疑問も持つのですが、ふえたか、ふえないかちょっと

わからないもので、それから、各項目に成果指標というのはあるのですが、計画に30年度の実

績値っていうのはある。これアンケートとった数字っていうわけでは、30年度にアンケートを

とった数字ということなのですか。 

（「そうです。」の声あり。） 

○中村浩希委員 そうか。そうだな。はい。わかりました。 

◎藤原会長 今の点について事務局お願いします。 

○岩間教育企画課長 御指摘がございました事業費について、29年度の当初事業費との比較と

いうことのあったほうが当然見やすいという話だと思いますので、その部分については、対応

をさせていただきたいというふうに思います。それからまちづくりアンケートでございますが、

例年5月に毎年度実施しているためにこの時期ですと30年度の結果ということで出していると

いうものでございますので、御了解いただければと思います。 

◎藤原会長 はい。今御指摘いただきましたように来年度からは、前年度との比較がわかるよ

うな資料にしていただきたい。そしてまた、特に新規事業とか、大幅に予算が変わるようなと

ころを重点的に、そこだけ御説明いただければ、前のほうで前年度の審議をしていますので、

そんなふうにめりはりをつけていただければよろしいかなと思います。要望ということでお願

いいたしたいと思います。いかがでしょう。そのほか、よろしゅうございますか。それではお

諮りいたします。花巻市教育振興基本計画実施計画、平成28年から32年度案につきまして、原
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案のとおり決することに御異議ございませんでしょうか。 

（「なし。」の声あり） 

◎藤原会長 ありがとうございました。それでは、原案のとおり可決とさせていただきます。

以上で、議事を終了させていただきます。真に熱心な御発言、御質問いただきましてありがと

うございました。また、進行が不手際で時間が長くなりましたことをおわびしまして、進行を

事務局にお返しいたします。ありがとうございます。 

○岩間教育企画課長 藤原会長ありがとうございました。それでは次第（3）その他に移りたい

と思います。事務局からは、特にございませんが委員の皆様のほうから何かございましたらば、

御発言をお願いしたいと思いますが、いかがでございましょうか。 

（発言する者なし） 

○岩間教育企画課長 それでは、特にないということのようでございますので、教育長から閉

会の御挨拶を申し上げます。 

○佐藤教育長 長時間、多くの内容について御審議いただき大変ありがとうございました。さ

まざまな成果と課題ということ、もう少しこうはっきりした形でお話したほうがよかったのか

なというふうに今思っておりますし、先ほど中村委員さんからお話ありましたように、前年度

比較というふうなことで、資料の提示についても、今後改善していきたいと思います。非常に

項目が多岐にわたりますので、なかなか御説明も不十分だったというふうに思っておりますが、

今後もう少し資料の作り方、あるいは御説明の仕方についても、工夫して、さまざま御意見を

たくさんいただくような工夫をしてまいりたいというふうに思います。また、きょう、なかな

か限られた時間での中身でございましたけれども、それぞれ疑問に思われた方、それから、な

かなかもっともっとたくさん御意見もあろうかと思いますので、この後についても、もしござ

いましたら遠慮なく申しつけていただければありがたいというふうに思います。きょうは大変

長い時間の御審議大変ありがとうございました。 

○岩間教育企画課長 それでは、以上をもちまして、平成30年度第1回の花巻市教育振興審議会

を閉会させていただきます。長時間にわたりまして御協議ありがとうございました。 

 


